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カセ ッ ト の 音 だ * 


| 9 ステ レオ カセ ッ ト テ ッ キ と を 志 れ させ る 音質 で 
| | す 。 物理 的 な デー タ * 


超え て 、 音 楽 の スケ ー 
ル 感 や 微妙 な ニュ アン 
ス を 再現 する た め に 、 
回 路 定 数 や 部 品 配置 
に いた る ま て 総 密 に 検討 を 加え まし た 。 
重量 起 の フラ イ ホ イー ル と 大 形 パ ワー トラ ンス を 支え 
る 頑 交 な ン ャ ー ジ シー、 啓 使 に 耐 えろ る 2 モー ター メカ ニ 
ズム 。 性 や か な ブッ シュ ボタ ン か ら 生 まれ る 重厚 な 
音 は 、 カ セッ ト ば な れ し た 13kg の ハー ドデカ ニズム が 
ガッ シリ と 支え て いま す 


| ん ん 
¥119,000 


% て 理想 の 音質 


@ 役 着 に 応 じ て 人 使い分け て いる す 
快い 子 褒 え E 素 常に アク ショ ン が 邊 慢 の ブッ シュ ボタ ン な どの 伝 立 機構 が 簡 申 化 で き 、 創 久住: 


すす ブー リー や アイ ドラ ー 


が グン a | 


ォ ベ ペレ ーション 。 カモ ッ ト デ ッ キ の 使い 勝手 は 久作 の 感 只 和 送り 、 な さき 大 し ち ス ピー デ ダ ィ に で き 、 農 挟 な ブッ シュ 
外 を 株 限 ま で 高め た ブッ シュ ボタ ン は 、 スト ロー ク カ か が ポタ ン と の コン ビ ピ で クイ ッ ク な 串 出 し が 時 能 で す 

ゎ ず か 2sm で 本 。 令 般 性 の 上 い マイ クロ スイ ッ チ の 感 角 @ 

を 他 の 機械 式 の フッ シュ ポタ ン a て みて くだ る さい @ 

その ソフ ト で スム ー ズ な 操作 感 沖 a F- モー ター に 和 直結 し た 周波 数 汐 電 機 (FG) カ や の 次 深 
誤 せ な か なくなる は EE。 ik ょ っ て 、 と の 信人 を 、 独 立 し た 基 鶴 発 拉 の 人身 六 太 上 位 利 比較 


モー ド あ か ら じ の モー ド へ も ダイ レク トチ ェ ンジ が 可能 。 し て モー ター の 回 転 を 制御 する 方 式 て 、 抜 竹 の 制 名 
使っ な その 日 か ら ビ タリ と 手 に な じ む も 、 操作 性 、 信 加 性 、 度 を 府 り ます. 負 大 変動 や 昌 度 変化 に 強く 、 ほ ん の 
財 久 性 の す で れ だ ぜいたく な 設計 で すれ わす か な 回 転 誤 沈 6 栓 日 で き 、 カ モン ト デ ッ キ し て は 
の ぜいたく すぎ る 【 抽 の 高級 モー ター で ] 

呈 避 直行 用 た 時 人 なき 用 に 、 そ れ ぞ どれ 専用 の モー ター を の へ 


ーー ニー ニー ニー ニテ 


AN レー 2 


追究 し た 2 モー ター カセ 


TEAC M0 Soo Gonete 


A-650 


構 乱 的 に は PL し し に 軸 じ て す が 、 信 ECW て な く 、 問 破 到 
比較 で 回 転 填 夫 を 検出 し ます ドル し 方 式 に 比べ て 検 
第 策 度 は わずか に 55 は ます が 湊川 上 は は ん E ど 性 記 の 


だ が か が なく 、 コ スト パフ ォ ー マ 


-—-【 
7 *- ーー ーー に 者 
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絞 の レベ ル メ ー タ ー や で V じ メー ター で は 指示 で さき な 
Pr ク を 上 送 が さく ドキ ャ ッ チ する ビー クレ ベル 
バー ググ ・ ー を 7 條 3 ま 放 や 新 方 式 ん )』 た (こよ る ディ スク 
か らら の ) ブ リン や も 需 切 が 人 多 語 レベ ル の モッ ト か * て さき 、 
SN 上 比 の すぐ れ た だ た び 
A-650 の ビー クレ ベル メー ター は 、 検 濾 回 路 に 南波 
電流 方 式 を 控 川 し た 本 属 囚 な も の で 、 下 人 久 が 乾 対 本 
な 天 際 の 信楽 信 て 6 道 切 に ビー ク を 折 t+ 
また AA-650 で は 低 レ ベル の 全島 ま で 監視 で きる よう 
りり に 新 に よっ て | 中 夏 の 指示 和則 ダー40dB ま で 批 
た 。 ゲ アプ タック タイ ム 、 リ カバ リー タダ イム も 5 それぞれ 10ms、 


750ms! = の 3 し 7 「 本 属 りな 同族 杜 て て 


ずみ の な い 球 年 が 可 遍 て すす A-630、 


PEAK LEVEL 


ピー クレ ベル デー ター(A650) 


@$ ワ ンタ ッ チ て 無 信号 録音 が で きる 

REC MUTE( レ ッ ク ミ ュー ト ) 
エア チェッ ク で き な 則 だ け を セレ クト し て 合計 し た い 
の 間 の ホワ イト スペ ー ス を 日 軸 な よさ に と り だ た い 。 何 度 
聴き 直し て も 5 飽 き な い 定 井 な テー ブフ コレ クシ ョ ン を つく 
る だ め に は 、CM や ナレ ーション な どの 作 に な る 部 分 
を 二手 に カッ ト す る テク ニッ ク が 必要 で す 、 こん な LE き 、 
中 に 成 力 を 渡 皇 する の が REC MUTE。 鍼 童 中 
に REC MUTE の ボタ ン を 押せ ば 、 PAUSE ま だ た は 
PLAY ボタ ン を 押す まで て の 間 、 骨 信 飼 伝 前 を つづ け 
ます 、 角 ボリューム を 絞る 探 作 E 己 い 、 無 信 な 録 
中 で 5 モニ ター 可能 。 誠 祭り 馬 開 の タイ ミン グ を ミス 
る こと 5 あり ませ ん 
@ 誠 守 録音 が で a 
市 映 の オー ディ オタ イマ ー と 旨 we み 人 人 わせ て 時 紳 を セッ ト 
こ uri 誠人 - 人 店 スタ ー| 


し て お けい ば 、 お ソル な の 時 間 


の プロ グラ ム を 志 うな 分 弥 り まく れる 1 Fn また 
A-650 は TIMER スイ ッ チ を PLAY に 、A-630 は テー 


フ の 妹 剖 防止 慌 を 折っ つて おけ ば 、 る ちや か な 音楽 の 
モー ニン グ コ ー ル 代り に タイ マー 調和 人 生 きせ る こと 5 で きま すす 
合 曲 の 頭 出し や 、 く り 返 し 演奏 に 便利 な 

メモ リー カウ ンタ ー 
あら みじめ カウ ンタ ー を 「000」 に ブリ セッ ト し て お なけ ば 、 
人 なき 以外 計 に 「999」 の 位置 で 自動 釣 に スト ッ プ 、 また は 
フレ イ に な る メモ リー カウ ンタ ー を 装備 。 日 の 中 出し や 
計 語 の チェ ッ ク 、 く り 上 し 清 大 な ど が スピ ー テ イ に で きま 
@ フェ リク ロー ム テ ー プ が 使え る 

バイ アス 、 イ コラ イザ ー 独立 切換 機構 
テー ブフ の 作 能 を 上 上 分 に 人 押さ せる た め に は 、 テ ー プ "に 
きわ せ だ 地 癌 な バイ アス 、 イコ ライ ザー が 必 次 て です 
クロ ー ム 、 フ ェ リ クロ ー ム 、 ハ イフ ァ イ そ れ ぞ れ の ) タ イフ 
に 合っ た 専用 ポジ ショ ン が 得 ら れる 、 バイ アス 、 イコ ラ 
(ザー 独立 切 換 機 模 を 芸 備 。 高城 待 振り す で れ た 
員 性 能 テ ー プ の 特長 を 上 分 に 生か し て 、 SN 北 の す ぐ 


れ だ た だ バラ ンス の よい 鉄 邊 ・ 由 年 が で きま す 。 A-650 は 


書 立 3 設 切 換 、A-630 は 独立 2 役 切 換 で スイ ッ チ の 


組み 合わ せ に よっ て 3 種 の テー ブ ' に 適合 きせ て いま すす 


ビー クレ ベル メー ター(A.630) 


@ マイ ク 、 ライ ds 
マイ ク と ライ ン の ボリ ュー ム を 独立 し て 設け 、 マ イク 、 
ライ ン ミ キシ ング を 可能 に し まし た 。 レ コー ド や 、FM 
放送 な どの 和則 に 合わ せ て 、『 上 分 の 次 を 鉄 邊 し たり 、DJ 
テー プ を 作っ だ り 、 い ろ い ろ な 楽し み 方 が で きま す 。 ま た 、 
マイ ク 入 力 と ライ ン 入 力 が 呈 全 に 独立 し て いる ため 、SN 
比 を 加 化 きせ ず に 、 そ れ ぞ れ の 入力 を ダイ レク ト に 人 妹 導 
デア ンプ へ 授 り DA ん で いま 十 
@ マイ クミ キシ ンク に 便利 な 

マイ ク ジャ ッ ク 連 動 の モノ ステ レオ 切換 
マイ ク 1 本 で モノ ラル 人 凍 を する 場合 、 し チャ ネル の ) 
マイ ク 端 子 に ジャ ッ ク を だし 込む と 、 信号 が 月 動 的 に 
た 年 に 振り 分 けら れれ 、 セン ター マイ ク と し て 使用 で き 


ミキ シシ OR ポー カル を 中 典 に 定位 させ る 
と E き な ど に 便利 で す 

@ 過大 入力 に よる ひずみ を 防ぐ リミッタ ー(A-650) 
待 に 語 域 の ダイ ナミ ッ ク レ ンジ が 小さ い カ セッ ト で は 、 
過大 入力 に 対し て 飽和 に ょ る ひび ひ ず の し ゃ や すく 、 
半 臣 才 化 の 原因 上 な り 9 ます. 入 -650 に は 、 過 大 入力 時 
に 信 全 を 目 然 に 渉 妊 きせ 、 凍 覧 才 化 を 防 で リミッター 
ヵ月 成 さ れ て いま すす 

人 る テー ブヒ ス を 減少 させ る ドル ビー シス テム 

人 @ 胡麻 簿 性 の すぐ れ た HD フェ ライ ト ヘ ッ ト 

る ソフト に 開閉 する オイ ル ダ ン プイ ジェ クト 

@ メイ ン テ ナ ン え が 簡単 な 、 と り 外 し 式 カ セッ ト ホ 
ル タ ダー カ ィ ペーー 


らい ぐ 9 


高級 カセ ッ ト デ ッ キ は 
音質 や 機能 だ け で な く 
「 操 作 の 感触 」 を 楽し む 
時 代 。 ソ フト な プッ シュ 
ボタン オ ベレ ーション 、 
テー プ ブ を スッ と 押し 出す 
オイ ル ダン プイ ジェ クト 、 
切れ 味 の 鋭 い ピ ビー クレ ベル メー ター な ど 、 操 作 の 感触 
の スミ ズミ に まで キメ 細か な 配慮 の 行き 届い た カセ ッ ト 
デッキ ム A-630。 も ちろ ん 、 音 は A_650 ゆ ずり 。 安 定 
し た 2 モー ター メカ ニズム に 加え て 、 オ ー プ ン リ ー ル 
に せま る ぜいたく な アン プ 回 路 が 、 カ セッ ト の 枠 を 超 
えた ダイ ナミ ッ ク な 録音 を 可能 に し て いま す 


¥99,800 


9 万 円 騙 % 紀 モー 々 ー フ ッシュ ボタ ン オ ペレ ーション 


A630 Stereo で て い Wo bexi 


Mamony | 


し で コ 


REC Rec WUTE PAUSe 
(⑨ 
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も 2 


ワン タッ チ で 無 信号 録 
音 が で きる REC MUTE 
| と ボー ズ を 連動 させ た 、 
Al FM 録 り を 強力 に アシ 
っ | スト する ユニ ー ク な 機 
\79.800 構 を 内 蔵 。 欲し い 音 と 
欲し く な い 音 を 目 在 に 
選ん で エア チェ ッ ク で きま す 。 操作 系 は A-650 の 流 
れ を くむ 、 使 いや すい 中 央 部 集中 設計 。FG サ ー ボ 
DC モー ター を 使用 し た ワウ ・ フ ラッ ター0.07% の ハイ 
メカ ニズム と リニア リティ の よい アン プ 回 路 に より 、 ダ イ 
ナミ ッ ク で クリ アー な 音質 を 実現 し て いま す 。 


る ステ レオ カセ ッ ト デ ッ キ 


る エア チェ ッ ク 派 必携 の REC MUTE (レッ クミ ュ 
ー ト ) を 装備 し た 操作 系 中 央 集中 設計 
エア チェ ッ ク で 好き な 山 だ け を 選ん で キレ イ に 録音 
し た だ たい 、 向 の 間 の ホワ イト スペ ー ス を ll な 民 る に と り 
たい …… 。 こん な LE き 、CM や ナレ ーション の カッ ト に 
威力 を 発揮 する の が REC MUTE。 録音 中 に REC 
MUTE を 帳 く 押せ ば 、 ラ ンプ が 点灯 し て 無 信 飼 銭 音 。 
押し 切れ ば PAUSE で 次 の 凍 録 9 待機 。 飲 し い 韻 が 
きた だ た ら も 6 う 1 度 押せ ば 音 録 り 5 再開 。 PAUSE と 所 動 る 
せ て 、 父 し い 講 と 傘 し く て な い 音 を 上 自在 に 氏 り 分 けら れ 
ます , も ちる ん REC MUTE の 動作 中 で も エア チェ ッ ク 
の 剖 は その まま モニ ター で き 、 ダ イミ ング を ミス る こと 
5 あり ませ ん 。 こ の REC MUTE を は じ め 、PLAY、 
EE を 上 上 段 に 、 中 な さき と STOP を 下段 に 
次 し た 、 操作 系 中 央 集中 設計 A-650 の 設計 思 
相 を ・ Pa だ 使い や すい ボタ ン 配 列 で すす 


る タイ マー 録音 ・ 再 生 機 構 
市 販 の タイ マー と 組み 合わ せ て | 時 旬 を モット し て お 
ば 、 自動 釣 に デッキ が スタ ー ト 。 が fP 
太 ま る 訓 楽 を 、 思 う 存 分 祭り まく っ て くだ さい 。 エ アチェ ッ 
ク の 栄 し み が グ ゲン 上 と 計 が が り ま す 。、 また 、 お 好き な ミュ ー 
ク テ ー プ "を セ モット し て お け ば 、 さわ や か な 音楽 で 

hk る モー ニン グ コ ー ル に 6 な り ま す 。 電線 が ON に な っ 
て から メ カ が 安定 状態 に な る 数 秒 後 に デッキ が スタ ー 
ト す る ? 固 延 回 路 が 内 歳 さ きれ て いる た め 、 テ ー ブ ' の 初め 
か ら 素 曲 く 立ち 上 が 9 ま 志 待機 中 は ピン チロ ー ラ ー や 
アイ ドラ ー が 離れ て いる だ ため 、 メ カニ ズム や テー プ に 
無理 な 負担 を か け ま せん 。 
念 脱 時 の 過大 入力 を 警告 する 

ビー クレ ベル イン ジ ケ ー タ ー 
剖 が ひ ず ま な い 範 陸 で 、 で きる だ け 録 音 レ ベル を 高 


く と る こと が 皮 い 録音 の 枕 訣 。 ダイ ナミ ッ ク レ ンジ の 
余 容 が 少な い カ セッ ト で は 、 ひ ずみ が 少な く SN 此 の 
良い 錬 音 を する の は オー プン リー ル よ り 6 難 し いと いえ 
ょ ます 。A-470 は 、VU メ ー タ ー で は 追従 し りり れ な い 蜂 時 
の 過大 入力 を 董 千 す る LED ピ ビー クレ ベル イン ジ ケ ー 
ター を 甘 備 。 フ ォ ル テ シ モ で LED が 赤く 吉 灯 する 中 
別 ま で 錬 上 レベ バル を 上げる こと に よっ て 、 ひ ずみ の 少 
な い ク リア ゲー な 錬 凍 を 可能 に し ます 
人 @ ク リー ニン ク グ が 簡単 に で きる 

と り 外 し 式 カ セッ ト ホ ル ター カバ ー 
ヘッ ド や ビン チロ ー ラ ー が 清 れ て は 、 愉 い 氏 症 は 補 
め ま せ ん 。 テ ー プ の 目 生 系 は 、 こ まめ に 手入れ が 必要 
な だ け に 、 ク リー ニン グ し や すい こと は デッキ 人 選び の 
た 切な 条件 で す 。 AA-470 の カモ キッ ト ホ ル ダー は 、 簡単 
に カバ ー カ 'JK り 外 し で き 、 クリ ー ニ ン グ や 消 盛 が i 
に な り ま せん 。 
⑱@ エ レク トロ ニッ ク ・ オ ー ト エン ドス トッ プ 
テー プ " が 開き 終わ る FI 動 陣 に メカ ニズム が 解除 さ 


れる オー トス トッ プ 機 構 を 内 成 。 テープ の 佐 止 を フォ ト 
トラ ンジ スタ が 検出 し 、 プ ラン ジャ ー に より メカ ニズム 
を 解除 。 検出 は 純 写す 式 で すか ら テ ー ブ の 下行 に 影 
導 を ちえ ずれ ワウ ・ フ ラッ ター が 『 避 化し ませ ん 。 
旬 ボーカル の セン ター マイ ク に 便利 な 
マイ ク ジャ ッ ク 連 動 の モノ ステ レオ 切換 
会 語 の 祭 前 な ど 、 特 に ステ レオ 和 効果 の 不要 な と き に は 、 
し チャ ネル の マイ ク 端 子 を 使用 すれ ば 信号 が 有 目 動 人 
に だ 人生 に 振り 分 けら れ 、 半 単 に モノ ラル 録 診 が て る 
ょ す 。 カラ オケ バック に ボー カル を ミキ シン ググ 分 
だ け の オリジ ナル テー プ ブ " を つく る と さき に 5 手 惨 に モン ター 
イク 上 し て 利 川 で きま すれ 


人 @ フェ リ 委 ロロ Wc ム テー ブ が 使え る バイ アス 、 イ コラ イ 
ザー 地 辺 切換 機構 

角 曲 の 頭 出し に 便利 な メ 欧 り 二 カウ ンタ ー 

あ に G サ ー ボ DC も モ 王 4 ま 用 の ハイ メカ ニス ム 

旬 テー ブヒ ス を 浅 少 さ 記 る トル ビー シス テム 


@ マイ ク 、 ラ イン ミキ シン ク 模 嫌 
欠 両 麻 秒 性 に すぐ れ た HD フェ ライ ト ヘッ ト 


A-420 
る スピ ー テ ディ な 採 作 が で きる ロー タリ ー ツイ ン レ バー 
東 で いえ ば 、5 投 変速 の フロ アシ フト 。 ス ピー ディ な ア 
クシ ョ ン を 可能 に し た 方 式 で す 
『 隆 探 作 で クイ ックス タン バイ 幅 送 り 、 座り し 、 そ し て 
PLAY。 1 遇 層 ば し て 、 次 の 則 の 天 出 し 5、 画 隆 を 使え 
ずぶ スピ ビー デイ に 確実 に メカ いじ 5 が 楽し め ま す 。 へ ア ヒ 
ンカ ー ブ の ヒー ルト ウシ フト ダウ ン に 5 通じ る スカ 
休 :。 ロー タリ ー・ ツ イン レバ パー 方式 で れ 
@ 誤操作 防止 設計 で テー プ を 保護 する 

ー タ リー・ ツ イ ン レ バー 
すべ て の モー ド を 機能 別に 2 つの レバ ー( 定 上 吉 走行 川 、 


REC MUTE & ポ の 2 段 構え の エア チェ ッ ク 便利 機構 を 内 歳 


TEAC 


A-A7O Slereo Cossetio De 


時 人 金 き 用 ) に 集約 。 し か も 、 語 方 の レバ ー が モー ド 探 作 テー ブ の 磁 作 栓 や ホコ リ が これ ら の 部 分 に 付知 する と 、 し ます 。 また 、 定 吉 直 行 川 レバ ー が PAUSE の 時 や 、 A-420 は 、 クイ ッ ク レ 


に 入っ て いる 時 に は 、 他 の レバ ー は STOP の 位 汗 で 庫 城 が 舗 剖 で き な く な っ だり 、 講 所 れ の 原因 と な り ま す 。 タイ マー 人 妹 半 を モッ ト し た と さき の REC 状 態 に も イン ジ コー ティ ング 機能 を 追 
ロッ ク さ れる た だめ 、 2 つの レバ ボー が 同時 に モー ド 操 作 また 、 ヘッ ド 、 キャ プス タン な ど 、 テー プ が 撤 骨 す る 人 金 ケー ター が 県 減 し 、 録 年 ス タン バイ の 状態 に ある こと 売 し た ロ 一 リー・ ツ ゴ 
に は いる こと は あり ませ ん 。 属 部 分 は 長期 間 の 使用 に より わずか に 人 磁気 を 常 び る を 知ら せま す 。 ン レ バー 方 式 の カセ ッ 

記 操 休 : を 防止 し 、 テー を 人 する 安全 設計 で も た め 、 大 切な 氏 音 済み テー ブ の 高 域 が 消 き れ だ り 、 ノ イ @ し ED( 発 光 ダ イオ ー ド ) を 使用 し た 左右 独立 の ト デ ッ キ で す . 操作 感 
e4590 彼 四 さき の カセ ッ ト ホ ルター ズ が 録音 され て し まう こと が お あり ます 。 これ ら を 防ぐ た め ビー クレ ベル イン ジ ケ ー タ ー 覚 は 、 車 で いえ ば スポ 学 74.800 
A-400 と 同 所 の 横 | 問 さ カ セッ ト ホ ル ダー で す 。 カ セッ ト に は 、 録 闘 の 前 に 専用 クリ カー ナー で 倉 部 の 汚れ を 直り 、 レベ ル メ ー タ ー で は 表示 で き な い 用 間 的 な 過大 入力 ー ツ タイ プ の フロ アシ 
の 出し 入れ や 、 メ イン テ ナ ン ス の し や すさ な ど を 時 分 ヘッ ドイ レー サー で 定 央 的 に 滑 感 する 必 安 が あり まれ を 検知 し 、 笛 告 す る ピー クレ ベル イン ジ ケ ー タ ー が \ フト 。 素 早い 正確 な アク ショ ン が 魅力 で す 。 使い こ 
CPP A-420 の カモ キット ホル ダー は 90' ま で 開き 、 さ ら に 控 作 左右 独立 し て 、 そ れ ぞ れ メ ー タ ー の 中 に 美和 備 され て い し に よっ て 、 メ カニ ズム の も つ 性 能 を ギリ ギリ まで 3 引 
@ カセ ッ ト の 出し 入れ が 簡単 レバ ー を PLAY の 状態 に する と ヘッ ド ま わり が 前 方 に ます 。 16dB 以 上 上 の 入力 に 対し て LED が 点灯 し 、 過大 き 出 す 高 度 な 操作 が で きま す 。 さ ら に 、 テ ー ブ の 特性 
1 ジェ クト レバ ー は 、 ソ フト タッ チ の ブッ シュ ポタ ン 式 。 9 出れ る た だめ 、 ク リー ニン グ や 消 能 な ど が 簡単 に で 入力 を 時 千 し ます を フル に 生か す 独 立 3 段 切換 の テー プ セ レク ター、 
だ トー に 関村 か セッ きま す 。 メイ ン テ ナ ンス の し や すさ は 、 コン ボカ モッ ト を 人 富 守 録音 が て きる タイ マー 録音 機構 左右 独立 し た ビー クレ ベル イン ジ ケ ー タ ー と 合わ せ 
テー ブ ' の 出し 入れ が スペ スー ズ で す 。 カモ ッ ト ホ ル ダ ー の 選ぶ 上 き の 香 要 な キメ 「 て す 。 市 販 の タ イッ ー 和 | み 合わ せ て 時 刻 を モッ ト し て おけ RAR RE 
窓 が 大 きい た め 、 カ モッ ト の ラベ ル が 読み や すく 《、 ま た テー ブ プ の 停止 状態 を 知ら せる テー プス トッ プ ば 、1 殿 録 符 ス ター ト 。 留守 中 や お 休み 後 の プ ロ ます 。 ま た 、 マ イク 、 ラ イン ミ キシ ング 機構 も 装備 。 
ト 地 板 が ラン プ で 昭 ら きれ て いる た め 、 テーブ の 残党 イン ジ ケ ー タ ク っ 2 逃 が すこ と は あり させ を 。 エア ナチ ェ ッ ク の ) A-420 は 、 豊 富 な 機能 と 同時 に 、 マ ニア ライ ク な 操 
mM EHT わか 9 まう 。 PLAY、REC、 早送り 、 全 き 大 し UI に テー プ が * 企 AM 楽 を た み が グ ン 5 た が 0 まれ も 編 機 中 は 、 ビ ンチ ロー ラー 作 で メカ いじ り が 楽し め る カセ ッ ト デ ッ キ で す 。 

メイ ン テ ナ ンス が 容易 わる と 、 オ ー ト エン ドス トッ プ 機構 が 働い て 、 メカ ニズム の アイ ドラ ー が 中 4 に 4 あみ ュ ズム に 価 理 な 
ヘッ ド eo が 解除 され 、 テ ー プ スト ッ フ イン ジ ケ ー タ ー が 赤く 点 波 X 抽 抽 を か け ま せ 旋 。 @ マイ ク 、 ラ イン ミキ シン ク グ 機構 


Il モー ター の カセ ッ ト デ ッ キ で どれ だ け の 音 を 引き 出せ る か 

この 問題 に 真っ 向 か ら 取り 組ん だ 結論 が A_4650 て す 。 テ ー ブ 
を 安定 走行 させ る た め に 、 オ ー ソ ドッ クス な 水平 駆動 方 式 を 
採用 。 カ セッ ト ホ ル ダー の 総 富 な 設計 、 研 厚 精 度 の 高い キャ プ 
スタ ン シ ャ フト と 平 ベ ルト 、 ひ と つり と つ 手 で 丹念 に ダイナミック 
バラ ンス が と られ た 大 形 フ ライ ホイ ー ル な ど 、 各 部 に わた る 徹底 
的 な 精度 の 追求 と 最新 の 設計 技術 を 投入 し て いま す 。 こ うし た 総合 
的 な 松 討 に よっ て 、 オ ー プ ン リ ー ル に せま る ナチ ュ ラ ル て 頁 行 き の あ 
る 音 を 再現 。 そ の 音質 は 、 最 高級 の カセ ッ ト デ ッ キ に 肩 を 革 べ ます 。 


すす: 


『 


= 
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テー プ 装 置 が 簡単 な 
クイ ッ ク オ ー ト ロー ディ 
ング シス テム を 採用 し 
た ユニ ー ク な コン ボカ 
セッ ト 。 テー プ を カセ 
ッ ト キ ャ リア に 乗せ て 
軽く 押す だ け で 、 吸 い 
込ま れる よう に 確実 に セッ ト さ れる 感触 は 爽快 で す 
も ちろ ん 、 ワ ウ ・ フ ラッ ター0.07 の 安定 メカ を ベー 
ス に 、 性 能 、 音 質 は 第 一 級 . ド ルビ ー シ ス テム や 留守 
録 機構 、 メ モリ ー カ ウン ター な どの 回 富 な 機能 は も 
ちろ ん 、 テ ー プ の 見 や すさ や メイ ン テ ナ ンス に も 細か 
〈 配 慮 され た 、 コ スト バフ ォ ー マ ンス の 高い カセ ッ ト 
デッキ で す . 


@ ス ピー ティ で 確実 な 

クイ ッ ク オ ー ト ロー ディ ンク シス テム 
テー ブ '" を カモ セッ トキ ャ リア に 乗せ て 軽く 押せ ば 、 あ お と 
は 自動 約 に テー プ が モッ ト さ れ ま すす 
よう に テー グ を 確実 に セッ ト す る クイ ッ ク オ ー ト ロー 
ディ ング シス テム は 、 貞久 性 の ある シン プル な メカ ニ 
カル 方 式 。 ス ムー ズ な 操作 感 党 は 天 に 表 快 その 6 の 
テー ブ を 削 後 逆 に 入れ だ り 、 カ モッ トキ ャ リア だ け を 
押し て 5 動作 し な いよ う 、 モ セー フ テ ィ ロッ ク が * 組 み 人 込ま 
れ て いる た め 、 調 動 作 や メカ ニズム を 信 め る 心配 が が 
あり ませ ん 。 テー プ ブ の セッ ト 角 は 、 カ モッ ト が 見 や すい 
30。 オ レン ジ 色 の トト 地板 E 膨 明 ラ ンプ に より 、 テ ー 
プ の 直 行 状態 は 日 膝 筑 で す 
@ タイ マー 録音 ・ 再 生 機 構 
市 岐 の タイ マー と 引 み 合わ せ て 時 刻 を セッ ト し て お ちり け 
ば 、 自 動 的 に デッキ が スタ ー ト 。 留 守 中 や お 休み 後に 
思う 人 存 分 人 り まく っ て くだ さい 。 エア 
チェ ッ ク の 楽し み が グ ン と 広がり ます 。 まだ た 、 お 好き な 
ミュ ー ジ ッ ク テ ー フ "を モッ ト し て お け ば 、 さ わ や か * な 症 
楽 で 始ま る 刺 の 日 党 し 代り に 5 な 9 ます 。 待機 中 は ビン 
チロ ー ラ ー や アイ ドラ ー が 離れ て いる た め 、 メ カニ ズ 


スッ と 吸い 込む 


と ゆ > 25 ん 
始ま る 音楽 を 、 


9@ フェ リク ロー ム テ ー プ ブ が 使え る 
バイ アス イコ ライ ザー 独立 3 段 切換 機構 

テー ブ の 性 能 を 二分 に 玩 揮 きせ る た め に は 、 テ ー フ 
に 合わ せ て 最適 な バイ アス 、 イ コラ イザ ー が 必要 
クロ ー ム 、 フ ェ リ クロ ー ム 、 ハ イフ ァ イ そ れず ぞ れ の ) タイ フ 
に 合わ せ て 最適 の 条件 に な る よう 、 バイ アス 、 イ コラ 
イザ ー を 独立 3 披 切 換 に し まし た 。 高城 待 性 の すぐ で れ 
た 高尾 能 テ ー プ の 特長 を 十分 に 生か し て 、SN 比 の 
すぐ で ぐれ た パラ ンス の よい 録音 ・ 挟 生 が で て でき ます 


旧 宮 た 機能 に 加 4 て クッ クオート ロー アレ ング シス テム を 採用 


る ⑧ 曲 の 頭 出し に 便利 な メモ リー 員 ンク ター 
カウ ンタ ー を あらかじめ 「000 上 = プット し て お け は 、 
人 なき 戻し 時 に 「999」 て で 中 晶 釣 に スト ッ プ する 機構 て 埋 


肌 の 融 出 し や 大 0 の 0) や 吉 ッ ク 、 


カ を 発揮 し ます 
@ メイ ン テ ナ ンス が 確実 に で きる 
開 開 式 の メイ ン テ ナ ンス カバ ー 


ッ ド や ビン チロ ー ラ ー の メイ ン テ ナ ンス ヵ j| 


ェ ンー 
て 


きる メイ ン テ ナ ンス カバ パー を 設け まし た 


くり 返し 洒 2 


NO 故 


前 則 確実 


» テ 
カバ ー を 


則 げ る と 、 キ ャ ブス タン や ビン チロ ー ラ ー、 ヘ ッ ド な ど 
の テー プ 下行 系 が ひび 上 で 見 わた せる 設計 。 ク リー 
ニン グ や 消 雄 が ラク に で きま す 。 カバ ー を 閉じ れ ば 
ペ ヘッド ガー ド に 時 変り 。 少し で らい 乱 氏 に テー プ を セッ ト 

て 5、 大 切な テー ブ の 下行 系 を 偽 め る 心配 が あり 
ませ ん 
人 @FG サ ー ボ DC モー ター 使用 、 

ワウ ・ フ ラッ ター0.0722 の 精密 メカ ニス ム 

心 織部 の モー ター は 問 波 数 発電 機 (FG) を 内 蔵 し た 
DC サー ポ ボ モ ー ター。 邊 泊 変 生 な ど ば に よる モー ター の 
剛 転 変化 を FG の 同 波 数 変化 EL て 収 り 出し 、 其 準 革 
振 益 の 周波 数 比較 し て モー ター を 素 中 く 制 件 。 電 線 
電 庄 や 周波 数 の 変動 、 テ ー プ の 負荷 変動 に も 影 疾 き 
れる こと な く 、 回収 数 を 一定 に 保ち ます 。 この 安定 し た 
回 転 駆動 力 を 研 麻 ギ ベ ルト を 介し て 精密 加 の キャ 
プス タン シャ フト に 伝達 。 テー プ ブ 下行 の 安定 な 30 傾 
和伸 メ カニ ズム と あい まっ て 、 ワウ ・ フ ラッ ター0.0722 の 
語 性 能 ぶ ぷりを 実現 し て いま す 。 


テー プ ブヒ ス を 減少 させ る トル ビー シス テム 
トラ ッ ク 幅 が 狂 く (テーブ 連 度 の 六 い カモ セット で は 、 妹 音 
時 に 発生 する サー ッ と いう テー プ ブヒ ス が 2 に な り ま すす 
この や っ か いな テー プ ' ヒ ス を 録音 、 皇 全 に わた だ っ て 綴り 
除く の が ドル ビー シス テム 。 音楽 が ビア ニシ そ モ に な っ だ た 
とき に 高城 を 上 げ て 銭 音 。 調 生 時 に は 回 じ 潤 だ け 高 城 
を 下げ る こと に よっ て lkHz で 5dB、5kHz 及 上 で 最大 
10dB の 雑音 を 浅 ら すこ と が で きま す 。 その 結果 、 革 菩 り 
な 沿 域 の し ス ノ イ ズ が 大 四 に 下がり 、 そ の 分 を 庫 し 
て 全体 の 録音 レベ ル を や や 低 日 に セッ ト す れ ば 、 フ ォ ル 
テ シ モ の 斉 の 伸び が 素晴らし い 、 カセ ッ ト は ば は なれ し だ 
ダイ ナミ ッ ク レ ンジ の 広い 銭 剖 が で きま す 。 
@ ライ ン 入 力 の ダイ ナミ ッ ク レ ンジ を 改善 する 

マイ ク ライ ン 入 力 切 換 ス イッ チ 
ライ ン の 入力 を マイ クア ンプ を 総出 せ ず に ダイ レク ト 
に 然 商 アン プ に 送る 人 入力 切換 スイ ッ チ で す 。 ライ ン 
入力 の ダイ ナミ ッ ク レ ンジ が か が にがり 、 ド ルビ ピー 効果 が 
| 分 に 発揮 で きま すす 


FM エア チェ ッ ク の 新兵 益 REC MUTE 内 成 


TEAC 440 Seeoo Coxsete Ded 


じ p 


mdxBll 蹴 (6 ™ 


あど の ステ レオ アン プ に も 接続 可能 な 

アウ トブ ッ ト ボ ポリ ュー ム 
どの ょ うな 入力 感度 われ も 5 もつ ステ レオ アン プ に 5 レベ ル 
マッ チン グ が 本 能 な アウ トブ フット ボリューム を 発 備 し て 
いま す , ア ウト ブッ ト ポ ボリューム は メー ター の 生玉 レベ ル 
と 連動 し て いま すか ら 、 メー ター の 指針 の 位置 に よっ て 
出 カ レベ ル が 何 V か が まわ か ゆり 、 組 み 合 わせ る ステ レオ 
アン プ と し 放 病 な レベ バル で マッ チン グ さ きせ る こと か で き 
ます 。 衣 生 出力 レベ ペル は 0VU で 0.4V で す 
@ オ ー ト エン ドス トッ プ 
PLAY ま た は REC で テー ブ が 佐 き 終わ る と 日 動 的 に 
スト ッ プ し 、 メ カニ ズム が 解除 され ます 。 テ ー プ と メカ 
ニズム を 保護 する 安全 設計 で す 


A-410 
@ エア チェ ッ ク 派 必携 の 
REC MUTE( レ ッ ク ミ ュー ト ) 
エア チェ ッ ク で 好き な 曲 だ け を 選ん で キレ イ に 録 調 


し だ い 、 出 の 間 の ホワ イト スペ ー 除 制 山 な 長き に と り 
だ いい 何 度 聴き 直し て 5 負 き だ ない 完 喝 な デン 
コレ クシ ョ ン を つく る た め 得 は は 、 じ M や Ra る ナレ ュー 
ショ ン を 二子 に カッ ド ず 大 み クニ ッ ク カ ヵ か! 必 天 還 所 に ん 
な と き kn に 破 力 を 発揮 - + る の が REGMUTE 。 人 
音 中 に REC MUTE の ボタ ン を 押す と 、 ラ ンプ が 点 
妹 し 、 押 し て いる 間 だ け 無 信号 録音 に な り 、 不 要 な 部 
分 を カッ ト し た り 骨 間 の タイ ミン グ を と る の に 使 利 な 
機構 で も 5 ちろ みん REC MUTE の 動作 中 で も エア 
チェ ッ ク の 上 許 は その まま モニ ター で き 、 タイ ミン グ を 
ミス る こと も あり ませ ん 。 信 まで の よう に 、 録 調 ボ ポリ ュー 
ム で 代用 し て いた 時 代 は 過ぎ まし だ た 。REC MUTE は 
これ か ら の カモ セット デッキ に 欠か せな い 、 エ エア チェッ ク 
派 必携 の 使 利 機構 で れ 

@ タイ マー 録音 ・ 再 生 機 構 

市 販 の タイ マー と 組み 合わ せ て 時 嘱 を モッ ト し て お け 
ば 、 自 動 的 に デッキ が スタ ー ト 。 浪 守 中 や お 休み 後に 
始ま る 音楽 を 、 思 う 人 存 分 印 り まく っ て くだ さき さい 。 エア 


えッ ク の 楽し み が グ グン と 広がり ます まだ た 、 お 好き な 
ミミ ュー ジック テー プ ' を セッ ト し て お け ば 、 さわ や か な 音 
楽 で 訓 は る 朝 の 日 覧 し 代り に も な り ま す 。 電源 が 入っ て 
か ら 、 メ カ が 安定 状態 に な る 数 秒 後 に デッキ が スタ ー ト 
する 延 回 路 に より 、 遇 の 初め か ら 素 吐く 立ち 上 が 0 は 
す , 待機 中 は ビン チロ ー ラ ー や デイ ドラ ー が 座れ て いる 
た め 、 メ カニ ズム や テー プ に 無理 な 代 担 を か け ま せん 。 
@ 喘 時 の 過大 入力 を 警告 する 
ビー クレ ベル イン ジ ケ ー タ ー 
府 が ひび ひ ず ま な い 男 | 導 で 、 で きる だ け 録 店 レ ベル を 本 
く と る こと が か いい 録音 の 秘訣 ダイ ナミ ッ ク レ ンジ の 條 
給 が 少な い カ モッ ト で は 、 ひ ずみ が 少な (SN 比 の 良い 
録 調 を する の は オー プン リー ル よ り も 座 し いと いえ ます 。 
AA-410 は 、VU メ ー タ ー で は 妃 徒 し 切れ な い 了 時 時 の 
きり を 路 告 す る LED ピ ー ク レベ ルイ ンジ ケー 
ー を 装備 。 フォ ルレ テ シモ で LED が 赤く 京 灯す る 直 
Wi 録 調 レベ ル を 上 げ る こと に よっ て 、 ひ ずみ の 少 
クリ アー な 銭 童 を 可能 に し ます 


ワン タッ チ で 無 信号 録 
音 が で きる REC MUTE 
を 内 蔵 し た FM 派 の カ 
セッ ト デ ッ キ 。 欲 し い 音 
と 欲し て な い 音 を 自在 
に 録 り 分 け 、FM エ ア 
チェ ッ ク の 楽し み を 
グン と 広げ ます 。 左右 の サイ ズ は 、 どの コン ボラ ッ ク 
に も ピッ タリ の 410mm。 ドル ビー シス テム を は じ め タ イ 
マー 機構 、 メ モリ ー カ ウン ター、 ビ ピー クレ ベル イン ジ 
ケー ター な ど 、 豊富 な 機能 を 装備 し た コン バク ト な 
ドル ビー カセ ッ ト デ ッ キ で す 。 


\69.800 


@ クリ ー ニ ング が 簡単 に で きる 

と り 外 し 式 カ セッ ト ホ ル ダー カ ペ バー 
ヘッ ド や ビ ピン チロ ー ラ ー が 汚れ て は 、 良 い 氏 音 は 望め 
ませ ん 。 テ ー プ の 直行 系 は 、 こ まめ に 手入れ が 必要 な 
だ け に 、 ク リー ニン グ し や すい こと は デッキ 人 選び の 大 切 
な 条件 で す 。A-410 は 、 イ ジェ eng 押す と カセ ッ 
ト ホ ル ダー が スッ と 胡 面 に 押し 出さ きれ 、 簡 単に カバ ー 
を 取り 外し で き 、 クリ ー ニ ン Mi な が り ま せん 。 
@ エ レク トロ ニッ ク ・ オ ー ト エン ドス トッ プ 
テー ブ が 会 き 終わ る と 目 動 移 に メカ ニズム が 解除 され 
Ta リー ル 否 に 設け られ た 
リン グマ グ ネ ッ ト と リー ドス イッ チ の 働き で 電子 的 に テー 
プ の な き 終わ り を 検出 し て メカ ニ > ズム を 解除 し ま - 純 電 
他 式 で すか ら テ ー プ の 走行 に 影響 が な く 、 as 
ワウ ・ フ ラッ ター が 得 ら れる すぐ で ぐれ た 方式 で - 
@ マイ ク の モノ ラル 録音 に 便利 な 

マイ ク ジャック 連動 の モノ ステ レオ 切換 
信 語 の 氏 前 な ど 、 特 に ステ レオ 効果 の 不要 な と き に 
は 、 し チャ ネル の マイ ク 端 子 を 使用 すれ ば 信 全 が 自 
動 約 に 両 チ ャ ネル に 振り 分 けら れ 、 簡 単に モノ ラル 妹 
調 が で きま すれ 


@ フェ リク ロー ム テ ー プ が 使え る バイ アス 、 イ コラ イ 
ザー 独立 切換 機構 

人 @ 曲 の 頭 出し に 便利 な メモ リー カウ ンタ ー 

@FG サ ー ボ DC モー ター 使用 の ハイ メカ ニス ズム 

る テー ブヒ ス を 減少 させ る ドル ビー シス テム 

どの よう な ステ レオ アン プ に も 接続 で きる アウ ト 
ブッ ト ボ ポ ボリューム 

@ ラ イン 入力 の タイ ナミ ッ ク レ ンジ を 改善 する マイ ク 
ライ ン 入 力 切 換 ス イッ チ 

る ⑧ 診 歴 畔 性 に すぐ れ た HD フェライト ヘット 


ーーーーーー“ 


多 機能 、 多 用 途 の コン パト ミキ サー 


\Y59.80O 


M-2 は 、 ミ キシ ング の 可能 性 を コン パク ト に まとめ あげ た だ 、 本 格 的 マル チチ ャ ネ 
ルミ キサ ー で すす 6 チャ ネル の 入力 を 選択 し 、 それら の 音色 や 音像 を 自由 に 変 
化 さ せ て 、 4 チャ ネル の 出力 と し て 取り 出す こと が で きま れ 

M-2 の 使い が は 、 シ ステ ム の 中 で 2 通り あり ます 、 Me 
これ は 、 初め に 選択 し た 斉 を 殺 音 し 、 さ ら に 音 を 重 わ 、 新 た な オリ ジ ナ ル サ ウ ンド 
を つ ( る 場合 で も 55 う ひとつ は 、 Eh ッ ク の テー プ デ ッ キ の アウ ト プ ッ ト に 合 
この と さき は 、 一生 する 童 の 違 択 と 、 エ ュー を 加え る な どの ミッ クス ダウ ン 
RAM つま り 、M-2 を 使え ば どん な サウ ンド で 5 オリジナ ルコ ント ロー ル 

、 ま た 独自 の サウ ンド に トラ ッ ク ダ ウン で きる わけ で す 。 


う が で も 


仕様 
1 マイ ク 入 力 4 SN 比 
に 3 1 る @-60dB 150 は ~108 浴 一 入力 ei2dH WTDIII を ゃ 
ブイ イク: に 三 合 庁 入 力 e654dB WTDIIIE 
イン ビー ダグ ダンス 50k MN) 彫 六 数 特性 る $30 -20kHz + 2dH は 
午 大 入力 レベ ル る -10dB.20dB ア ッテキ ー 5 クロ スト ー ク (IkHz) 
ター ポ ボ ポ シ シ ョ ン る 04Bj)1 1 
2 ライ ン 入 力 6 ひずみ @ 032。 THDELI 
3 1 @ - 10dB(0.3V) 7 フェ ー ダ ー ア ッ テ ネ ーション 
イン ビー ダシ ンス で 30k は ( 全 下 作 ) @560dBjl | 
野天 入力 レベ ル @ +204dB(10V) kd O10VAC 50 60Hz 3W 


3 ライ ン お ょ び AUX 出 力 
負荷 イン ビー ダン シス @】0kG 上 1( 條 汐 - 
最大 出 カ レベ ル @+I10dB(3V) 10 重量 ©5 kk 
Sc を 定格 一 50dB マ イク ロホ ン 入 力 に 誰 て 。 


イン プッ トト ラン ス フ ォ ー マ ー MODEL 109A (600Q :22kQ ) \5,000 


9 外形 寸法 @340( 岐 ) x900 癌 る ) * 290( 良和 ) em 


フロ 用 ミキ サー の 設計 


を 加え な だ 画 卓 折り な オー ディ オミ キサ ー 


| ¥198.000 


M-3 は 、 本 格 敵 ぎ や 有用 ミキ サー の 設計 理 給 の まま に 、 ス タ ジ オ 録 言 、PA、 
ゲ ィ スコ 用 な ら 家 医用 オー ディ オォ オ 装着 の め ミ シン グ 有 川上 し て 、 広範 閉 に 合用 で きる 


よう 設 で や れ だ I や 


多 和 機能 。 多 用途 、 し か も 紀 凍 連 引 だ が の で 、 展 内 、 屋外 を 問わ ず 高 度 な ミキ シン グ 
機能 が 発揮 で き 4 
仕様 
| 8 入力 4 出力 定格 出力 レベ ル @ - 2dB(0.78V) 
2 イン ブッ ト セ レク ター 8 ヘッ トド ホン 
チャ ネル | 一 4 @ マ イク (Lo ZZ) / オ フ / ラ イン 負 イン ビー ゲ ダンス e230 


チャ ネル 5 一 6 る @ ご マイク (Lo Z) フィ ノラ イン 最大 出力 レベ ル @1W( リ アバ え ォ ヶ ル ) 


チャ ネル 7ー8 @ ニ イク (Hi-Z) / フ ォ ノ ライ ン 】00mV( フ ロン ト べ ネル ) 
9 マイ ク 入 力 9 周 濾 数 特性 
定格 イン ピー ダン スー @ Hi-Z:10kO ト 30Hz - 20kHz @ : 24H 


OloZ:6000JIF 10 SN 比 ( 定 絡 入力 レベ ル で 測定 ) 


定格 入力 レヒ レベル る -50dB(3m\V) マイ ク 入 力 ( 単 一 入力 ) @Hi Z : 6565dB WTD 
量 小 入力 レベ ル @ 66dB(0.5SmV) 60dB UNWTDII I 

4 フォ ノ 入 力 ( 単 一 入力 ) @Lo Z:75dB WTD 
入力 イン ピー ダン ス @ 45k の | 70JB UNWTDII 1 
定格 入力 ヒレ ベル @ —54dB(lkHz)2mV ライ ン 入 力 ( 昌 一 入力 ) @75dB WTD 

5 ライ ン 入 力 フォ ノ 入 力 (日 一 入力 ) @65dB WTD 
入力 イー ビー グン ス @ 20kC」) |. 1 イコ ライ ゼー ショ ン *15dB で 注 紅 可 登 
定格 入力 レベ ル る - 10dB(0.3V) @ 必 未 3kHz/10kHz りり 換 

6 ライ ン 出 力 /AUX 出力 仙人 信 25 日 200 有 LU) 缶 
負荷 イン ピー ダン ス @ 10k い 月 I2 クロ スト ー ク @ 60dB} (1kHz) 
定格 出力 レベ ル る -10dB(0.3V) 13 終 ひ り ず み 率 例 信 0.37。 
最大 出力 レベ ル @ | IdB(5V) 14 電導 100V AC 50/60Hz 18W 

7 モニ ター 出力 15 外形 士 : 法 465( 輸 )*160( 后 ) x 520( 内 生 ma 
負荷 イン ピー ダン ス る @』OkQLE 16 重量 13.5kg 


理 令 に 使い や する 


フレ キシ ビリ テ ( に 富ん だ 
トッ プレ ベル の オー テイ オミ キサ ー 


M-5 は 、 特 性 と 機能 、 そ し て 価 惜 の 3 点 を 中 選 い に 師 
ミキ サー で 多 機能 、 多 用 途 、 し か 


な スタ ジオ の ミキ シン グ 機 能 を 発揮 で きま も 


仕様 
1 8 入力 /4 出 力 


2 イン ブッ ト セ レク ター 


チャ ネル 1 -4 

チャ ネル 5 - 7 

チャ ネル 8 

3 マイ ク 入 力 
定格 イン ピー ダン ス 
定格 入力 レベ ル 
最小 入力 レヒ レベル 
野 大 入力 レベ ル 
4 ライ ン 入 力 

ライ ン イ ン ビ ピー グ ダン ス 
定格 入力 ヒレ ベル 
虹 小 入力 レベ ル 
時 大 入力 レベ ル 


@ (イク テー ブ ライ ン 
@ プ イク オフ ライ ン 
参 プ イク テス ト ライ ン 


| PUU 600 

@ 50dB(0dB 1VI 
@ 72dHIOdB 1V) 
介 254dB (OdB 1V) 


e502ill 

人 @ - i104dB (0.3V) 
人 @ -26dB(50m\V)} 
る @ +* 304diH (30 VI 


5 ライ ン 出 力 “AUX 出 力 


仙 訪 イン ビー グン ス 
室 絡 出力 レベ ル 


重大 出力 レヒ ベル 


5 4 チャ ネル モニ ター 出力 


負荷 イン ビー グダグダ ン ス 
定格 出力 レベ 
最大 出力 レベ ル 
7 2 チャ ネル モニ ター 
負荷 イン ビー ダン ス 


@1019」 

る 10dBI03V) 

@ 2dD(O7RV) 人 
© * 18dR(7 RV) 


る 0kGI | 
© - 2dB(0.78V) 
© + 18dR(7.8V) 


8 力 
@10 い 0 


宝 格 出力 レベ ル 
最大 出力 レベ ル 
8 周 渡 数 特性 
30Hz - 20kHz 
9 SN 比 

入力 挫 貴 


¥380,000 
\ 360.000 @ ト ー ク バッ クモ ジュ ー ル な し 


求 し て 生ま れ た 高級 オー ディ オ 
も 6 可 搬 境 な の で 屋内 、 必 外 を 問わ ポ 本 格 的 


@ -2d4B(0.78V) 
©@ + 18dB(7.8V? 


© : 2dB 


e1254k 


一 入 の (マイク お ぉ お さ は さび ッ う イン ) 


e754dB WTD, 
70dl} UNWTDjLI 


許 入 力 ( マ イク お ちょ び ライ ン ) 


IO0 イコ ライ ゼー ショ ン 


中 クロ スト ー ク 
12 綻び ずみ 率 


e654dB WTD, 
60dB UNWTDIL I 
=・15dB で RR 可 補 


びに は 3kHz 10kHz り 次 
1 いり A 725 日 z 200Hz り 次 


@60d は | kHz) 
Oi AKA03°, THD 


13 フェ ー ダ ー ア ッ テ ネ ーション 


14 ヘッ トド ホン 
負 谷 イン ピー ダン ス 
最大 : 力 


e560dBi | | 


OSL 


ei : 100mWw 
Oi 1W(2RV) 


15 竜太 I00VAC 50 60Hz 40W 


16 外形 填 法 500( 幼 ) 
17 重量 


x 185(& る る ) 


・620( 貞和)am 
@ 2 ミト に 


@ ダイ ナミ ッ ク マ イク ロホ ホン 


MC-105 Y8.0O0(1 本 ) 


同 陸 の 騒音 を カト し て 必要 な 斉 部 
を 紳助 に 選 計 し たい 時 に な すす め 
i する ダイ ナミ ッ ク 晴 昌 指向 性 マイ 
pn クロ ホン で 
人 イン ビー ダン ス 10kO (6006 変 W 
呈 能 )、 引 度 一 65dB(1OkS ) 、 
78dB(6000)、 指 固 特 必 単 
析 缶 性 、 コ ー ド 1.7m、 外 すさ 
284 メ 145mm 重野 600g( ス タン ド 兵 ) 


@ ヘ ッ ト ドイ レー サー 


E-3 Y4.2OO 


ュ ッ ド 、 キ ャ プス タン な どの 人 金 名 部 
ダダ 衣 破 する イレ ー サ ー で 、 先 次 
部 の 殺 役 あみ 中 上 に 変え し れる た め . 
カセ モット デッキ な ど で 6 舟 に 使 川 
ます 

$0 作 笛 報 角 証 付 。、 電 屋 100V 
50 60Hz、 清 座 記 力 約 2.5W 


る オォ オイル キッ ト 


T7-255 ysoo 


テー ブ ア ッ キ 、 ター シン テー ブル な ょ 
と ) alr 部 分 り メ イン テ ナ ン に 
な 避 較 ま オ オル キッ ト 、 ネー ケー 
す オイル ( 品 連 回 収 用 ) ス ピン ドル オォ 
《 ル ん ( 偵 吉 回 彼 用 ) が モッ ト に な っ て 
いま す 


る @' リ モー トコ ント ロー ル ユ ニッ ト 
NMC-120 V10.500 A-2300SX 
A-3300SX シ リ 
ー ズ 、A-3340S、 
A-6100 用 
RC-140 Y10.500A-4300SX、 
A-6300 用 
RC-170 YI0.500 A・7400 
A・7400RX 用 
区 中 た 人 7 衣 か りら デッキ を 操作 で き 
る コン トロ ー ル ュ ユニット で すす 。 ディッ 
キ に 組み 込ま れれ た な 撮 作 鞍 上 まっ た 


(回 じ 操作 が 捉 馬 て す 


@ メ イン シテ ナン スキ ッ ト 


TI-10 Y 12.5OO 


1TZ 26】 2TZ 255 カー 
セー 』 ペ ン ラ イト 5 昌 電 地 

6E-3 (の テー プス プラ イキ サー 
8 結 属 の スプ デラ イジ ング テー プ ブ 


10 リー ダー テー ブ ′ 1 シリ コ ク 
ロス 32 イン スペ クン ジョ ン ・ ミ フー 
13 ビ ピン セッ ト 6《 ダ ー マ ト グラ フ 
52 くみ 6 ドラ イ バ ー( ) 
ィ メ ポイ 5 農 


MC-320 Y8000A- < 


@ ダイ ナミ ッ ク マ イク ロホ ン @ ステ レオ ヘッ ド ホ ン 


MC-106L y3.00O( 1 本 ) HP-100 Y4.50O 


幌 家 有川 と し て お すす めで きる 高 仙 質 の 自 箋 な オー ブン エア タイ フ 
葬 訟 無 指 身 作 マイ クロ ホン て 、 小 崩 5 級 ステ レ す 革 棒 に は る 信楽 能 訪 


な が らら すす ぐれ だ 低 城 特性 を 琴 現 し 用 .。 テー ププ デッキ を て 人 録 計 する 3 の 
て いま イイ そ ニ クー は し て 私 所 で 

イン ピー ダン ス 6000 、 出力 感度 2 ダ イ ナミ エック 、 イン ビー 
7&dB、 指向 笠 八 畠 折 血性 、 ゲン ス 8Q 骨 波 邦 持 人 性 20 
た 26 み <140mm、 和志 185g( ス 20.000Hz 出力 放 四 し ベル 115 

タン ド 共 )、 コー ド 1.7 m dB 1mW、 コ ー ド k さ 4.2m ス パ 


る バル クイ レー サー 


る へ まみ ラバ ー ク リー ナー 
E-2 ¥18.000 ーー ーー 目 JE201 ¥980 


カセ ッ ト 2 ら 10 ゲ オープ ブン リー ん ま 自 + を Ac_rz-ser- キャ フス タン な どの 全能 

て A を の CN が 、 なび ビ ピン ナロー ラー、 ペ ルト な 

か 数秒 で 消す こ Ci yr 7 ム 部 分 を クリ ー ニ ング 本 る 
{ マ り 月 | クリ た + ーー キ 


信用 に 8 和 hi n° 
温度 ヒュ ー ス を 円 庁 g て いる 


電 部 100 - 117 V 50WEo!t 


人 上 800VA る ! 70d1? 
ll っ 、 き 
NN ッ ク ) 


に 『 7 計 2 で り 
人 マー の ん ・ す リ 
の % 人 用 と し て 
ます 
2 2 コン トロ ー ル Z @ ア クリ ルカ バー 


17-250 Y3.500 A-2300SX シ リー 
ス 用 

TZ-430 Y5.500 A・4300SX 用 

17-440 Y5.500 A-3300SX シリ ー 
ス 用 

12-460 Y5.500 A・6100 
A・6300 用 

17-470 Y5.500 A・7400 用 


0 
0 用 
AC-350 y9.500 琴 7400. 


A-7400RX 用 
タケイ マー コン トロ ーッ シゲ ダブ ター トミ ェ 、 
お 手 桂 ちの タイ マー を 相 み 合わ せ 
フ 半生 ッ ヶ ト る れ た 時 創 に テー ブフ 

を 肖 動 的 に 9 斉 ま だ は 明月 
スク ー ト きせ る こ ほ が で きま す 


e プレ ヤー アク セ サ リ ー キ ッ ト 


TT 15 @ ボ ー タ プル ケー ス 
¥9. 800 C$.420 Y11.500 A・2300S メ シリ 
ツジ ・ シ コー ド タ サ ー ナ - ー ズ 用 
| ん 4 P 3 レコー ドク C$-430 Y12.000 A-33005X メ シリ 
ナー (4 レコ ー ド スプ レイ 5 小 ー ズ 用 
f 6 計上 中 計 7 えん ウ C$.434A Y20.000 A-6100、 
エイ は あめ ル ー ベ ⑨ プ ャ + A-6300、 
イル 9 殺 先 講 拉 デラ シ 0 ク ! A-3340S 用 
ー ナ ー 請 捕 プ ラジ トラ イン 全会 な ど に 持ち 人達 び の 介 利 な 
( ) ) に 《 ス ポポ ィ ホー クタ プル ケー ス で 7 
トト CE 洒 月 IM く S ヌ トロ > コ ー フ 
]6 カ ミ 


る ステ レオ ヘ ペ ヘッドホン 


HP-90 v3.900 


日 傘 な 首 牙 補間 を つっ ( る キー フ 


こり デ 


ゲイ ナミ ッ ク 骨 ステ レル 


@TZ-26| の エコ ノミ ー サ イズ 


ヘッ ドク ! 


17- 260A ¥1,500 
TI- 261B ¥1.500 


る @ ミ ックス タウ ン バ パネ ル 


AA-20 Ye.50O 


! 人 作り を 、 人 ん 、 中東 
{ic 人 上 束 に 定位 ぐせ て 2 チ 
* 」 f る 人 を 
ポア 7 『 
オー ティオ イン シュ レー ター 
3 ¥2.500 
ru メ テ の の ) ハウ リン グ ん な 
用 シュ レー ター で すす, フ 
\ k まま が 市 管 て 
4 $4 UI 10 の 0 の 0 ある 7 て し ブ し 
ドー と 水 や に らら ま ます 
重用 中 能 車 時 kg 1 個 当 9、 高き 
必 信 結団 的 6mm、 外灯 34 
9 1 11 71(f | om 


の カセット ボ ックス 


CS-117(= sm)vesoo 


739 な が xr3A/ 績 


CS- 35 ( 一 自重 成 )Y4. 500 


39 な 上 ん 本 
< 人 CS 78(21 は 橋 選 ) 
YR OO0 39 な っ 2 収納 も 中 る れれ 


